
 

 

 

平成 21 年６月５日 

 

各      位 

 

会 社 名 株式会社ハイレックスコーポレーション 

代表者名 取締役社長     寺 浦    實 

（コード番号        7279      大証第二部 ） 

問合せ先 経理担当執行役員  清 水 純 一 

（ＴＥＬ            0797  ―  85 ―  2500 ） 

 

業績予想の修正および特別損失に関するお知らせ 

 
 最近の業績動向を踏まえ，特別損失の計上並びに平成21年３月９日に公表した平成21年 10月期（平
成 20 年 11 月１日～平成 21 年 10 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせ
いたします。 
 

記 
 
 
１ 平成 21 年 10 月期第２四半期累計期間連結業績予想数値の修正（平成 20 年 11 月１日～平成 21 年４月 30 日） 

（単位：百万円未満切捨て，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 45,000 △130 △1,350 △700 △18 円 43 銭

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 45,666 △64 △804 △1,297 △34 円 17 銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 666 65 545 △597 －

増 減 率            （％） 1.5 － － － －

（ ご 参 考 ） 前 年 中 間 実 績 
（平成 20 年 10 月中間期） 

67,983 4,511 4,616 4,877 128 円 19 銭

 
 
２ 平成 21 年 10 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 20 年 11 月１日～平成 21 年 10 月 31 日） 

   （単位：百万円未満切捨て，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 90,500 700 △130 50 １円 32 銭

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 86,300 △10 △470 △1,520 △40 円 02 銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △4,200 △710 △340 △1,570 －

増 減 率            （％） △4.6 － － － －

（ご参考） 
前期実績（平成 20 年 10 月期） 

132,949 8,274 8,963 7,156 188 円 14 銭

 



３ 平成 21 年 10 月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成 20 年 11 月１日～平成 21 年４月 30 日）  
（単位：百万円未満切捨て，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 22,600 △90 130 △2,050 △53 円 95 銭

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 21,518 △188 162 △2,526 △66 円 50 銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,081 △98 32 △476 －

増 減 率            （％） △4.8 － 25.2 － －

（ ご 参 考 ） 前 年 中 間 実 績 
（平成 20 年 10 月中間期） 

36,478 1,919 1,971 1,256 33 円 00 銭

 
４ 平成 21 年 10 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 20 年 11 月１日～平成 21 年 10 月 31 日） 

（単位：百万円未満切捨て，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 46,200 △40 750 △1,620 △42 円 64 銭

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 43,400 △330 370 △2,770 △72 円 91 銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △2,800 △290 △380 △1,150 －

増 減 率            （％） △6.1 － － － －

（ご参考） 
前期実績（平成 20 年 10 月期） 

72,198 3,591 3,926 2,091 54 円 96 銭

  

５ 業績予想修正の理由 

 平成 21 年 10 月期通期の連結および個別業績予想は、平成 21 年３月９日の公表後も自動車市場
冷え込みが持続したため再度販売計画を見直したことや、著しい価格下落により投資有価証券評価
損が発生したことなどにより、前回発表予想値を下回る見込みとなりました。（詳細は「６ 特別
損失の理由」をご覧願います。） 
 

６ 特別損失の理由 
 当第２四半期（平成 20 年 11 月１日～平成 21 年４月 30 日）の連結業績並びに個別業績におき
まして、株式市場における株価低迷並びに在外子会社の純資産の評価替えによる損失の影響を受け、
投資有価証券評価損を下表の通り計上しました。なお、個別業績で計上した子会社に対する投資有
価証券評価損は連結業績では消去されるため、連結業績に対する影響はありません。また、当第１
四半期（平成 20 年 11 月１日～平成 21 年１月 31 日）との増減額は下表の通りであります。 
 

（単位：百万円未満切捨て） 

 連結業績 個別業績 

当 第 ２ 四 半 期 （ Ａ ）
（子会社に対する投資有価証券評価損） 

1,314 

(   －) 

3,586 

(2,271) 

当 第 １ 四 半 期 （ Ｂ ）
（子会社に対する投資有価証券評価損）

425 

(   －) 

2,697 

(2,271) 

増  減  額（Ｂ－Ａ） 
（子会社に対する投資有価証券評価損） 

889 

(   －) 

889 

(   －) 
 
 

以  上 


